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（ 、 ）○ 別表 学部の学科 研究科の専攻等

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
(名) (名） （％）＜工芸学部＞

機械システム工学科
昼間コース ３３２ ４０１ １２０．７８
夜間主コース １１０ １３９ １２６．３６（うち１０人は３年次編入学）

電子情報工学科
昼間コース ４４８ ５３７ １１９．８７
夜間主コース １３０ １７１ １３１．５４（うち１０人は３年次編入学）

物質工学科
昼間コース ３３２ ３８３ １１５．３６
夜間主コース ９０ １２９ １４３．３３（うち１０人は３年次編入学）

造形工学科
昼間コース ４２８ ４７６ １１１．２１
夜間主コース ８０ ９９ １２３．７５（うち１０人は３年次編入学）

学部共通（３年次編入学）
昼間コース ２０

＜繊維学部＞

応用生物学科
昼間コース ２２８ ２４５ １０７．４６
夜間主コース ８０ ９６ １２０．００

高分子学科
昼間コース ３６０ ４１９ １１６．３９
夜間主コース ６０ ７０ １１６．６７

デザイン経営工学科
昼間コース １１２ １３７ １２２．３２
夜間主コース ４０ ５０ １２５．００

学部共通（３年次編入学）
昼間コース ２０
夜間主コース ２０
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学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

＜工芸科学研究科＞

機械システム工学専攻〔修士課程〕 ６８ １１５ １６９．１２
電子情報工学専攻 〔修士課程〕 ８０ １３０ １６２．５０
物質工学専攻 〔修士課程〕 ８４ １３７ １６３．１０
造形工学専攻 〔修士課程〕 ７４ １３５ １８２．４３
建築設計学専攻 〔修士課程〕 １５ ２４ １６０．００
応用生物学専攻 〔修士課程〕 ６８ ８２ １２０．５９
高分子学専攻 〔修士課程〕 ６８ １２１ １７７．９５
デザイン経営工学専攻〔修士課程〕 ２０ ３６ １８０．００

先端ファイブロ科学専攻 ７４
うち修士課程 ４４ ８８ ２００．００

博士課程 ３０ ４８ １６０．００

機能科学専攻 〔博士課程〕 ５１ ８７ １７０．５９
材料科学専攻 〔博士課程〕 ３０ １７ ５６．６７
情報・生産科学専攻 〔博士課程〕 ２７ ２３ ８５．１９

○ 計画の実施状況等
（１）学部課程

学部課程の各学科の定員充足率は、昼間コースで＋７％～＋２２％、夜間主コースで＋１６％～４３
％となっており、全ての学科・コースで収容定員を充足している。なお、収容数が収容定員を１５％以
上超過している主な理由は単位不足による留年生の比率が高いことによるもので、１～４年次生につい
ては、学科間で若干のバラツキはあるもの、昼間コースは７学科平均で＋５％、夜間主コースは７学科
平均で＋６％であり妥当な人数となっている。

（２）大学院博士前期課程（修士課程）
大学院博士前期課程（修士課程）の定員充足率は、全専攻（９専攻）平均で＋６７％と収容定員を大

きく上回っている。この理由は、最近の入学志願者の漸増によるもので、学生の進学意欲に応えるため
に教育研究に重大な支障を来さない範囲で受け入れていることによる。
（参考）最近の入学志願状況

平成１４年度 入学定員２５８人 入学志願者数５４４人 ２．１１倍
平成１５年度 入学定員２５８人 入学志願者数５９４人 ２．３０倍
平成１６年度 入学定員２６３人 入学志願者数６１０人 ２．３２倍

（３）大学院博士後期課程
大学院博士後期課程の定員充足率は、専攻によりかなり差はあるが全専攻（４専攻）平均で＋２６．
８％であり、後期課程全体としては収容定員を充足している。収容数が収容定員を１５％以上超過し
ている主な理由は、学位論文作成遅延による留年率が影響しているもので、１年次～３年次生の率は
＋５．０７％であり、妥当な人数となっている。


